（別紙様式１）
工事履行報告書
現　場　代　理　人　　　　　　　　　　　　　　　印

主任技術者又は監理技術者　　　　　　　　　　　　印

専　門　技　術　者　　　　　　　　　　　　　　　印
	契約番号
	第　　－工－　　号

	工事名
	

	工　　　期
	　　年　　月　　日から　　　　年　　月　　日まで

	報　告　日
	　　年　　月　　日（出来高計算基準日：　　　　年　　月　　日）

	月　　　別
	計画工程　％

Ａ
	実施工程　％

Ｂ
	（Ｂ―Ａ）　％
	備考

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	（記事欄）


（注）１　実施工程表（計画工程と実施工程を対比したもの）を添付すること。
　　　２　計画工程は、契約に基づき提出のあった最新の工程表によること。
　　　３　実施工程は、当該報告月までの出来高累計を工事日誌等により記入すること。
　　　４　中間前金払認定時に５０％を超えているか確認し、備考欄に記入すること。
　　　５　本表は必要に応じ適宜項目欄を加除し使用して差し支えないこと。

	　　　　　年　　月　　日

　上記内容につき確認しました。　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　監督員　職・氏名　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印


（別紙様式１）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

工事履行報告書（記載例）
現　場　代　理　人　　　　　　身　延　一　郎　　印

主任技術者又は監理技術者　　　下　部　花　子　　印

専　門　技　術　者　　　　　　中　富　太　郎　　印

	契約番号
	第○○－工－010号

	工事名
	町道○○線道路改良工事

	工　　　期
	○○年　４月　１日から　　○○年　１月２０日まで

	報　告　日
	○○年１０月　５日（出来高計算基準日：○○年　９月３０日）

	月　　　別
	計画工程　％

Ａ
	実施工程　％

Ｂ
	（Ｂ―Ａ）　％
	備考

	２１年４月
	０．０
	０．０
	０．０
	

	　　　５月
	１０．０
	９．０
	－１．０
	

	６月
	２５．０
	２３．０
	－２．０
	

	７月
	４０．０
	３７．０
	－３．０
	

	８月
	５０．０
	４６．０
	－４．０
	

	９月
	６５．０
	６４．０
	－１．０
	＞５０％

	（記事欄）　出来高を計算した基準日現在、経過した工期・計画工程における実施工程及び請負金額に対する実施済工事費いずれも２分の１以上である。


（注）１　実施工程表（計画工程と実施工程を対比したもの）を添付すること。

　　　２　計画工程は、契約に基づき提出のあった最新の工程表によること。

　　　３　実施工程は、当該報告月までの出来高累計を工事日誌等により記入すること。

　　　４　中間前金払認定時に５０％を超えているか確認し、備考欄に記入すること。

　　　５　本表は必要に応じ適宜項目欄を加除し使用して差し支えないこと。

	　平成　　年　　月　　日

　上記内容につき確認しました。　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　監督員　職・氏名　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印


（別紙様式２）
　　年　　月　　日

　　　身延町長　　　　　　様

住　　　　所

請負者　　商号又は名称

氏　　　　名　　　　　　　　　　印

中間前金払認定請求書

　次の工事について、建設工事執行規則第３８条第７項の規定に基づいて中間前金払の認定を請求します。
	契約番号
	

	工　事　名
	

	請負代金額
	　￥　　　　　　　　　　　　

　　　（出来高予定額）
　　　　　　　　　　年度　　￥　　　　　　　　　

　　年度　　￥　　　　　　　　　


	契約年月日
	

	工　　　期
	


　（注）１　認定資料として工事履行報告書（別紙様式１）を添付すること。
　　　　２　債務負担行為に基づく契約の場合は、各年度の出来高予定額を記入すること。
（別紙様式３）
中間前金払認定調書
	契約の相手方
	

	契約番号
	

	工事名
	

	工　　　　期
	　　年　　月　　日から　　　　年　　月　　日まで

	契約金額
	

	契約年月日
	　　年　　月　　日

	摘　　　　要
	

	　上記の工事について、その進捗を調査したところ、中間前金払の要件を備えていることを　（　・　認める　　　・　認められない）

　　　　　　　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　身延町長　　　　　　　　　　　　　印




（別紙様式４）
　　年　　月　　日

　　　身延町長　　　　　　　様

住　　　　所

請負者　　商号又は名称

氏　　　　名　　　　　　　　　　印

中間前払金請求書

　次のとおり中間前払金を支払われたく請求します。

１　請求金額
	億
	千
	百
	十
	万
	千
	百
	十
	円

	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　工事請負契約名等

	契約番号
	第　　－工－　　　号

	工　事　名
	

	請負代金額
	


３　振込先
	金融機関名
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 14(（ふり),口座)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 14(がな）),名義)
	口座番号

	
	
	　　

普通

No．




（別紙様式５）
　　年　　月　　日

　　　身延町長　　　　　　　　　様

住　　　　所

請負者　　商号又は名称

氏　　　　名　　　　　　　　　　印

中間前金払又は部分払の選択に係る届出書
　次の工事について、（　・　中間前金払　　　・　部分払　）を選択します。
	契約番号
	第　　－工－　　　号

	工　事　名
	

	請負代金額
	

	契約年月日
	　　　　　年　　月　　日

	工　　　期
	　　　　　年　　月　　日から　　　　年　　月　　日まで


　（注）１　中間前金払か部分払のいずれかを選択すること。
　　　　２　契約締結後の変更は認められない。
